
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ２７６７ ４３ ３３７５ 

前 年 ２８６２ ３８ ３５９９ 

増 減 －９５ ＋５ －２２４ 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ８９５ １７ ４３４ 

前 年 ８９６ ２３ ４４１ 

増 減 －１ －６ －７ 

〈高齢者の事故〉 
※高齢者…65歳以上をいう 

第 １ 号 

２０２４ 
１月２４日 

１．県内の交通事故発生状況（前年同時期との比較） 

発生件数（件） 死者数（人） 負傷者数（人） 

２．交通死亡事故の特徴（死者数４３人） 

事故類型別（人） 時間帯別（人） 

    発生件数及び負傷者数は前年及び過去３年平均より減少しました。 

      一方で、死者数は前年比＋５人と大幅に増加し、過去３年平均と比べても増加しました。 

事故類型別では車両単独が最も多く、時間帯別では 10～12時に最も多く交通死亡事故が発生しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

状態別 

年齢別（人） 

自動車乗用中の死者のシートベルト着用状況 

交通事故死者４３人のうち、１１人は二輪車運転中に

亡くなられています。 

また、自転車運転中は 10人で２番目に多くなってい

ます。 

自転車に乗るときは、自転車用ヘルメットを着用し、

自分の命を守りましょう。 

※生存可とは、非着用のうち着用していれば 

助かった可能性があるもの 

 

※生存不可とは、非着用のうち着用していても 

助からなかったと推定されるもの 

 

※特殊車を除く 

非着用 

８人 着用 

７人 

不明 

１人 

生存可 

５人 

生存不可 

３人 

自動車乗用中死者１６人のうち、半数の８人がシートベルト非着用でした。 

そのうち５人は、シートベルトを着用していれば助かった可能性があります。 

自動車に乗るときは、運転者のみならず、全席シートベルトを着用しましょう。 

高齢死者数については、前年比－６人と減少しました。

特に、歩行中の事故については前年比－７人と大幅に 

減少しました。 

高齢者の方は、本年も「三方よし運転」「きら☆ピカ三

方よし」「じてんしゃ三方よし」で交通事故を防ぎましょ

う。 

詳しくは県警ホームページをご覧ください。 

年齢別では、高齢者（65歳以上）が 17人となり、

全体の約４割を占めています。 

高齢死者状態別 

歩行中 

６人 

自転車運転中 

１０人 

二輪車運転中 

１１人 

自動車運転中 

７人 

自動車同乗中 

９人 

歩行中 

３人 

自転車運転中 

６人 

自動車運転中 

２人 

自動車同乗中 

６人 


